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本
年
５
月
29
日
に
農
業
政
策
の

方
向
性
を
示
す
「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
」
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
１
９
９
９
年
の
改
正
以
来
、

実
に
25
年
ぶ
り
の
改
正
で
す
。
こ

の
改
正
法
は
、
法
律
の
基
本
理
念

に
「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」を
新

た
に
加
え
、
あ
わ
せ
て
、
輸
出
の
促

進
や
持
続
可
能
な
食
料
価
格
の
形

成
、
環
境
負
荷
軽
減
な
ど
、農
業
の

持
続
的
な
発
展
を
図
る
こ
と
も
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
料

の
合
理
的
な
価
格
形
成
に
つ
い

て
、
そ
の
持
続
的
な
供
給
に
要
す

る
合
理
的
な
費
用
が
考
慮
さ
れ
る

よ
う
関
係
者
の
理
解
の
増
進
が
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
こ
の
改
正
法
に
関
連

し
て
、
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策

法
や
農
地
関
連
法
、
ス
マ
ー
ト
技

術
の
活
用
促
進
に
関
す
る
３
つ
の

法
律
も
６
月
14
日
に
成
立
し
ま
し

た
。農

林
水
産
省
で
は
、
こ
れ
ら
法

改
正
に
先
が
け
、
温
暖
化
に
よ
る

気
候
変
動
・
大
規
模
自
然
災
害
の

増
加
や
脆
弱
化
す
る
農
業
生
産
基

盤
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
持
続

的
な
食
料
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指

し
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
を
２
０
２
１
年
に
決
定
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
中
で
、

２
０
５
０
年
に
お
い
て
、
農
林
水

産
業
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実

質
ゼ
ロ
化
、
有
機
農
業
を
全
農
地

の
25
％
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
な
ど

の
目
標
を
設
定
し
、
温
暖
化
防
止

や
生
物
多
様
性
の
保
全
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の

環
境
を
重
視
す
る
国
内
外
の
動
き

が
加
速
す
る
中
、
生
産
力
向
上
と

持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
実
現
す
る「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
掲
げ
た
目
標

の
達
成
に
は
、
技
術
開
発
が
必
要

不
可
欠
で
す
。
さ
ら
に
、
人
・
モ

ノ
の
国
境
を
越
え
た
移
動
の
増
加

に
よ
り
、
新
規
病
害
虫
の
侵
入
や

ま
ん
延
リ
ス
ク
の
高
ま
り
、
薬
剤

抵
抗
性
の
発
生
な
ど
、
防
疫
体
制

の
強
化
や
化
学
合
成
農
薬
だ
け
に

頼
ら
な
い
総
合
防
除
へ
の
対
応
が

必
要
で
す
。
温
暖
化
に
伴
う
病
害

で
は
、コ
ム
ギ
赤
か
び
病
、虫
害
で

は
、ク
モ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
な
ど
、こ

れ
ま
で
長
野
県
で
は
あ
ま
り
発
生

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
病
害
虫
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
な

ど
、
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

長
野
県
農
業
関
係
試
験
場
で

は
、
２
０
５
０
年
を
目
標
年
と
し

て
、
長
期
的
な
視
点
で
研
究
課
題

を
設
定
し
、
２
０
２
７
年
度
ま
で

の
５
年
間
に
お
け
る
技
術
開
発
の

展
開
方
向
や
研
究
課
題
を
定
め
た

試
験
研
究
の
指
針
と
な
る「
長
野

県
農
業
関
係
試
験
研
究
推
進
計

画
」
を
２
０
２
３
年
に
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、「
生
産
力

を
強
化
し
収
益
性
を
高
め
る
た
め

の
技
術
開
発
」と「
地
球
環
境
に
配

慮
し
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す

る
た
め
の
技
術
開
発
」
を
２
本
の

柱
に
据
え
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
品
種
育
成
、
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
先
進
技
術
、
現
場
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
安
定
生
産
技

術
、
地
球
温
暖
化
に
対
応
し
た
技

術
、
環
境
負
荷
軽
減
お
よ
び
資
源

循
環
技
術
の
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
推
進
計
画
の
も
と
、
各

試
験
場
に
お
け
る
１
年
目
の
研
究

成
果
の
う
ち
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
の

新
品
種「
長
・
野
60
号
」
の
開
発
、

水
田
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
で
あ
る
メ
タ
ン
を
削
減
す
る
技

術
、県
オ
リ
ジ
ナ
ル
地
鶏「
長
交
鶏

３
号
」
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
を
向
上
さ
せ
る
飼
育
技
術
の
開

発
、
日
本
な
し「
南
水
」
の
ジ
ョ
イ

ン
ト
Ｖ
字
ト
レ
リ
ス
栽
培
に
よ
る

作
業
性
の
向
上
技
術
に
つ
い
て
、

２
０
２
３
研
究
成
果
ト
ピ
ッ
ク
ス

と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
今
後
、

こ
れ
ら
新
品
種
・
新
技
術
が
長
野

県
農
業
に
お
け
る
諸
問
題
の
解
決

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
連
携
し
普
及
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

日
本
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
の

変
化
や
物
価
の
高
騰
、
円
安
の
急

速
な
進
行
な
ど
、
先
を
見
通
す
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
長
野
県
農
業
の
明
る
い
未
来

の
実
現
に
向
け
、
長
野
県
農
業
関

係
試
験
場
で
は
、
引
き
続
き
研
究

開
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

令
和
６
年
４
月
か
ら
現
職

オ
ー
ロ
ラ

少
し
前
の
話
に
な
る
が
、
５
月

11
日
夜
～
12
日
明
け
方
に
か
け
て

北
海
道
や
青
森
県
な
ど
で
オ
ー
ロ

ラ
が
観
測
さ
れ
た
こ
と
が
話
題
に

な
っ
た
。

オ
ー
ロ
ラ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
調
べ
て
み
た
が
な
か
な
か
難
し

い
。
素
人
の
筆
者
が
理
解
で
き
た

の
は
、①
太
陽
か
ら
太
陽
風（
プ
ラ

ズ
マ
粒
子
）
が
地
球
に
向
か
っ
て

放
出
、
②
地
球
を
覆
う
地
場
に
よ

っ
て
多
く
の
太
陽
風
が
ブ
ロ
ッ
ク

さ
れ
る
が
、③
太
陽
風
の
一
部
が
、

北
極
、南
極
を
起
点
、終
点
と
す
る

地
場
線
に
そ
っ
て
侵
入
、
④
侵
入

し
た
プ
ラ
ズ
マ
粒
子
が
大
気
中
の

原
子
や
分
子
と
衝
突
し
て
発
光
＝

オ
ー
ロ
ラ
、と
い
う
こ
と（
間
違
っ

て
い
た
ら
ご
容
赦
を
）。
そ
の
た

め
、オ
ー
ロ
ラ
は
通
常
、北
極
や
南

極
大
陸
な
ど
高
緯
度
地
方
で
観
測

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。

今
回
の
日
本
で
観
測
さ
れ
た
よ

う
に
、
低
緯
度
地
域
で
も
オ
ー
ロ

ラ
が
観
測
さ
れ
る
こ
と
が
稀
に
あ

り
、「
低
緯
度
オ
ー
ロ
ラ
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
基
本
的
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
は
高
緯
度
地
域
で
発
生
す
る
オ

ー
ロ
ラ
と
同
様
で
あ
る
が
、
太
陽

フ
レ
ア
等
に
よ
る
強
い
太
陽
風
に

よ
っ
て
磁
気
嵐
と
呼
ば
れ
る
大
き

な
地
場
の
乱
れ
が
起
こ
る
と
、
通

常
の
オ
ー
ロ
ラ
よ
り
も
ひ
と
き
わ

大
規
模
な
オ
ー
ロ
ラ
が
発
生
し
、

結
果
と
し
て
低
緯
度
地
域
で
も
高

度
が
高
い
部
分
の
オ
ー
ロ
ラ
を
観

察
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。な
お
、

オ
ー
ロ
ラ
の
色
は
高
度
に
よ
っ
て

変
わ
り
、
高
度
が
高
い
オ
ー
ロ
ラ

は「
赤
」、中
間
部
分
は「
緑
白
色
」、

低
い
も
の
は「
ピ
ン
ク
」と
な
る
た

め
、
日
本
で
観
測
さ
れ
る
オ
ー
ロ

ラ
は「
赤
」と
い
う
こ
と
に
な
る
よ

う
だ
。

２
０
２
４
年
は
お
お
よ
そ
11
年

周
期
で
訪
れ
る
太
陽
の
極
大
期
に

あ
た
る
。太
陽
活
動
が
活
発
化
し
、

強
い
太
陽
風
が
生
じ
れ
ば
、「
低
緯

度
オ
ー
ロ
ラ
」
の
当
た
り
年
に
な

る
ら
し
い
。
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（
ヤ
ー
マ
ン
）

■

随

筆

■

『
未
来
を
切
り
開
く
農
業
技
術
の
開
発
を
め
ざ
し
て
』

長
野
県
農
業
試
験
場
長
　
　
　
　
　
　

（兼）
長
野
県
病
害
虫
防
除
所
長
　

山
口
　
光
彦

毒
物
又
は
劇
物
に
該
当
す
る

農
薬
の
管
理
に
つ
い
て

現
在
、
農
薬
の
性
質
等
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
、
農
薬
に

よ
る
事
故
等
の
発
生
防
止
等
を
目

的
と
し
た
、「
農
薬
危
害
防
止
運

動
」
が
八
月
三
十
一
日
ま
で
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
期
間
中
に
、
農
薬
の

保
管
管
理
や
使
用
方
法
等
に
つ
い

て
再
度
確
認
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

農
薬
の
中
で
も
、
毒
物
又
は
劇

物
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
人
体
に
対
す
る
影
響
の

大
き
さ
等
か
ら
、
特
段
の
安
全
管

理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

例
年
、
保
健
所
職
員
等
が
実
施
す

る
農
薬
販
売
店
や
農
家
へ
の
立
入

検
査
に
お
い
て
、
不
適
切
な
管
理

の
事
例
が
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、今
回
は
、毒
物
又
は
劇
物

に
該
当
す
る
農
薬
を
取
り
扱
う
と

き
に
注
意
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

（
一
）毒
物
又
は
劇
物
専
用
の
保
管

庫
を
用
意
し
、
な
る
べ
く
人
の
目

に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
設
置
す
る
。

（
二
）保
管
庫
は
必
ず
施
錠
す
る
。

保
管
庫
の
鍵
に
つ
い
て
も
、
管
理

を
徹
底
す
る
。

（
三
）保
管
庫
に
は
、「
医
薬
用
外
毒

物
」
又
は「
医
薬
用
外
劇
物
」
の
文

字
を
表
示
す
る
。

（
こ
の
表
示
は
、「
こ
の
保
管
庫
内

に
は
毒
物
又
は
劇
物
が
入
っ
て
い

て
危
険
」
と
い
う
こ
と
を
周
知
す

る
目
的
で
す
の
で
、
見
や
す
く
表

示
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

（
四
）
管
理
の
帳
簿
を
設
け
、
在
庫

数
量
等
の
把
握
を
す
る
。

（
五
）他
の
容
器
に
移
し
替
え
る
こ

と
は
し
な
い
。
特
に
食
品
の
容
器

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）に
移
し
替
え

て
し
ま
う
と
、
誤
飲
事
故
の
原
因

と
な
る
た
め
、絶
対
に
行
わ
な
い
。

（
六
）農
薬
は
で
き
る
限
り
使
い
切

る
よ
う
に
心
が
け
、
不
要
と
な
り

農
薬
を
廃
棄
す
る
と
き
は
、
専
門

の
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理
を
委

託
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
薬

に
適
し
た
処
理
方
法
を
用
い
て
環

境
に
配
慮
し
た
廃
棄
を
行
う
。

（
七
）盗
難
や
紛
失
が
あ
っ
た
と
き

は
、
た
だ
ち
に
警
察
署
に
届
け
出

る
。
ま
た
、事
故
等
で
飛
散
、漏
え

い
し
た
と
き
に
は
、警
察
署
、消
防

機
関
又
は
保
健
所
に
届
け
出
る
。

（
有
事
の
と
き
に
慌
て
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
緊
急
の
連
絡
先
等
を

日
頃
か
ら
把
握
し
て
お
く
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。）

毒
物
及
び
劇
物
の
管
理
に
つ
い

て
御
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
県
庁
薬
事
管
理
課
又
は
最
寄

り
の
保
健
所
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

�

（
健
康
福
祉
部
薬
事
管
理
課
）

【
質
問
】
り
ん
ご
の
褐
斑
病
に

よ
る
葉
の
黄
変
と
水
分
ス
ト

レ
ス
に
よ
る
黄
変
の
見
分
け

方
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

【
回
答
】

リ
ン
ゴ
の
褐
斑
病
の
病
徴
に
は

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
葉
に
褐
色

の
斑
点
が
出
現
す
る
も
の
、
葉
に

黒
い
分
生
子
層
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
あ

る
も
の
、
葉
が
黄
色
く
な
る
も
の

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
病

斑
で
も
発
病
す
る
と
最
終
的
に
は

落
葉
し
ま
す
。
た
だ
、
落
葉
は
水

分
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
も
引
き
起

こ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
落
葉
の
有

無
に
よ
っ
て
見
分
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
前
述
し
た
中
で
も
水

分
ス
ト
レ
ス
の
黄
変
と
見
分
け
に

く
い
も
の
が
、「
グ
リ
ー
ン
ア
イ
ラ

ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
病
徴
に
な
り

質問に
答えて 
質問に
答えて 

ま
す
。
特
徴
と
し
て
葉
が
全
体
的

に
黄
色
く
な
り
ま
す
が
、
一
部
分

が
緑
色
に
残
り
ま
す
。
こ
れ
が
黄

色
い
葉
の
中
に
あ
る
島
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら「
グ
リ
ー
ン
ア

イ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
名
前
が
つ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
緑
色
の
部
分

を
よ
く
観
察
す
る
と
、
中
に
黒
い

点
々
と
し
た
も
の
が
確
認
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
分
生
子
層
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
二
次
伝
染
源
と
な
る
分

生
子
が
形
成
さ
れ
る
場
所
で
す
。

水
分
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
葉
の
黄
変

に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
は
存
在
し

な
い
た
め
、
黒
い
分
生
子
層
が
確

認
で
き
れ
ば
褐
斑
病
と
診
断
で
き

ま
す
。

ま
た
、
発
生
す
る
場
所
も
見
分

け
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
褐

斑
病
の
発
生
は
薬
剤
が
到
達
し
に

く
い
場
所
で
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
、
樹
の
最
上
位
部
や
樹
冠
内
部

の
枝
が
混
み
あ
っ
て
い
る
箇
所
で

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
水

分
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
黄
変
は
こ
う

い
っ
た
一
部
で
発
生
す
る
の
で
は

な
く
、樹
全
体
で
発
生
し
、新
梢
葉

の
基
部
葉
が
主
に
黄
変
し
落
葉
し

ま
す
。
こ
れ
も
見
分
け
る
際
の
判

断
材
料
と
な
り
ま
す
。

�

（
果
樹
試
験
場
　
野
澤
尭
史
）

野菜類のハダニ・コナジラミ、トマト・ミニトマトのサビダニ、

なすのホコリダニ等の微少害虫、うどんこ病に

レタスの軟腐病・腐敗病に

レタス、キャベツ、花のナメクジ・カタツムリ防除剤

水和剤等の汚れを軽減、薬剤の効果を安定させる

シリコーン系展着剤

Ｒ○

・
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ム
ギ
類
の
縞
萎
縮
病
は
、小
麦
、

大
麦
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
難

防
除
病
害
で
あ
り
、
多
発
す
る
と

収
量
や
品
質
が
大
幅
に
低
下
す
る

た
め
深
刻
な
被
害
が
生
じ
る
。
本

稿
で
は
、
コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
の
発

生
生
態
と
対
策
に
つ
い
て
詳
述
す

る
。

○
発
生
生
態

コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
の
病
原
体

は
、W

heat yellow
 m
osaic 

virus

（
以
下W

Y
M
V

）
で
あ
る
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
土
壌
中
に
生

息
す
る
ポ
リ
ミ
キ
サ
・
グ
ラ
ミ
ニ

ス
（P

olym
yxa gram

inis

）

に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
。

こ
の
ポ
リ
ミ
キ
サ
・
グ
ラ
ミ
ニ

ス
は
湿
潤
な
土
壌
環
境
で
繁
殖
し

や
す
く
、
特
に
春
や
秋
の
降
雨
が

多
い
時
期
に
活
動
が
活
発
に
な

る
。
ま
た
好
適
な
環
境
条
件
下
で

は
、W

Y
M
V

は
ポ
リ
ミ
キ
サ
・

グ
ラ
ミ
ニ
ス
の
休
眠
胞
子
内
で
保

護
さ
れ
、
宿
主
不
在
の
状
態
で
も

少
な
く
と
も
10
年
間
生
存
す
る
と

さ
れ
て
い
る
（M

is
h
in
a
�e
t�a

l.,�

2
0
2
3

）
。

ポ
リ
ミ
キ
サ
・
グ
ラ
ミ
ニ
ス

は
、
真
菌
に
近
い
原
生
動
物
で
、土

壌
中
で
胞
子
か
ら
遊
走
子
を
形

成
、
発
芽
し
根
の
細
胞
に
侵
入
す

る
。
そ
の
後
、
ポ
リ
ミ
キ
サ
・
グ

ラ
ミ
ニ
ス
の
遊
走
子
は
根
の
細
胞

内
で
増
殖
す
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
を

保
有
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
病

原
ウ
イ
ル
ス
が
植
物
体
内
で
拡
散

す
る
た
め
、
初
期
段
階
で
葉
に
黄

色
や
淡
緑
色
の
斑
点
や
縞
模
様
が

現
れ
、
病
勢
が
進
行
す
る
と
葉
全

体
が
黄
化
し
萎
縮
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
植
物
の
生
長
が
阻
害
さ
れ
、

最
終
的
に
は
収
量
が
大
幅
に
減
少

す
る
。

○
コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
の
発
生
に

は
、
気
温
や
土
壌
水
分
な
ど
の
条

件
が
あ
る
。

①
土
壌
水
分

湿
潤
な
土
壌
環
境
は
媒
介
菌
で

あ
る
ポ
リ
ミ
キ
サ
・
グ
ラ
ミ
ニ
ス

の
活
動
を
助
長
す
る
。
特
に
、
排

水
不
良
な
圃
場
や
過
度
な
灌
水
を

行
っ
た
際
は
、
ポ
リ
ミ
キ
サ
・
グ

ラ
ミ
ニ
ス
の
小
麦
へ
の
感
染
リ
ス

ク
を
高
め
て
し
ま
う
。

②
気
温

春
や
秋
の
気
温
条
件
が
、
発
病

を
助
長
す
る
。
ポ
リ
ミ
キ
サ
・
グ

ラ
ミ
ニ
ス
の
感
染
適
温
は
10
℃
～

15
℃
で
あ
り
、
こ
の
た
め
早
播
き

な
ど
播
種
後
に
、
気
温
が
比
較
的

高
い
条
件
を
経
過
す
る
作
期
で
発

生
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

○
長
野
県
で
の
発
生
経
緯
と
現
在

の
状
況

平
成
20
年
３
月
、
南
信
地
方
の

小
麦
の
一
ほ
場
に
お
い
て
、
越
冬

後
の
生
育
が
著
し
く
遅
延
し
、
葉

が
モ
ザ
イ
ク
状
や
か
す
り
状
と
な

る
明
瞭
な
ウ
イ
ル
ス
症
状
を
示
す

株
が
認
め
ら
れ
た
。
症
状
か
ら
コ

ム
ギ
縞
萎
縮
病
が
疑
わ
れ
た
た

め
、
独
立
行
政
法
人
中
央
農
業
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
現
農
研
機
構

　
植
物
防
疫
部
門
）
に
診
断
を
依

頼
し
た
結
果
、
コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病

が
本
県
に
お
い
て
初
め
て
確
認
さ

れ
、平
成
20
年
５
月
26
日
、病
害
虫

発
生
予
察
特
殊
報
第
１
号（
コ
ム

ギ
縞
萎
縮
病
）が
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
、
翌
年（
平
成
21
年
）
３
月

～
４
月
初
旬
に
か
け
て
県
内
の
主

要
な
小
麦
栽
培
地
域
か
ら
コ
ム
ギ

縞
萎
縮
病
の
疑
い
の
あ
る
ウ
イ
ル

ス
症
状
株
を
採
取
し
診
断
し
た
結

果
、
南
信
地
域
以
外
で
も
コ
ム
ギ

縞
萎
縮
病
が
確
認
さ
れ
た
。な
お
、

確
認
さ
れ
た
品
種
は
全
て
シ
ラ
ネ

コ
ム
ギ
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
同
年
の
調
査
で
麦
類

萎

縮

ウ

イ

ル

ス（soil-borne 
w
heat m

osaic virus

：

以

下S
B
W
M
V

）
の
感
染
も
確
認
さ

れ
、平
成
21
年
10
月
６
日
、病
害
虫

発
生
予
察
特
殊
報
第
３
号（
コ
ム

ギ
萎
縮
病
）
が
発
表
さ
れ
た
。
な

お
、
両
ウ
イ
ル
ス
に
重
複
感
染
し

た
場
合
は
、
重
篤
な
被
害
と
な
る

傾
向
で
あ
っ
た
。

平
成
25
年
以
降
は
大
麦
、
ま
た

は
別
品
種（
し
ゅ
ん
よ
う
、ユ
メ
セ

イ
キ
）に
転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、

発
生
面
積
は
減
少
し
た
も
の
の
、

平
成
27
年
以
降
、
松
本
地
域
で
シ

ラ
ネ
コ
ム
ギ
を
再
び
栽
培
し
た
こ

と
か
ら
発
生
面
積
が
増
加
し
た
。

令
和
元
年
に
は
千
曲
市
の
ユ
メ

セ
イ
キ
で
も
発
生
が
確
認
さ
れ

た
。
以
降
も
、
主
に
上
田
地
域
の

シ
ラ
ネ
コ
ム
ギ
、
松
本
地
域
の
ユ

メ
セ
イ
キ
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
特
に
上
田
地
域
で
発
生
が

拡
大
傾
向
に
あ
る
。

令
和
６
年
度
の
発
生
面
積（
コ

ム
ギ
萎
縮
病
を
含
む
）
は
65
・

５
㏊
で
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
等
の
発

生
面
積（
過
去
10
年
の
平
年
値
は

34
・
８
㏊
）で
、そ
の
う
ち
６
割
程

度
が『
少
発
生
』で
あ
っ
た
。特
に
、

縞
萎
縮
病
に
罹
り
や
す
い
ユ
メ
セ

イ
キ
を
作
付
け
し
て
い
る
松
本
地

域
で
発
生
が
目
立
っ
た
。

○
対
策

コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
は
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
害

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
除
が
難
し

い
。
効
果
的
に
防
除
す
る
た
め
に

は
耕
種
的
な
手
法
を
主
体
と
し
た

予
防
防
除
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ

る
。以
下
に
主
要
な
対
策
を
示
す
。

①
抵
抗
性
品
種
の
利
用

抵
抗
性
品
種
を
栽
培
す
る
こ
と

は
、
コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
対
策
と
し

て
有
効
な
方
法
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
品
種
を
栽
培
す
る
こ
と
で
病
気

の
発
生
を
抑
制
で
き
る
。
ま
た
、

オ
オ
ム
ギ
や
抵
抗
性
品
種
栽
培
し

た
跡
地
で
は
縞
萎
縮
病
の
発
病
率

が
低
下
す
る（
渡
邊
ら
、１
９
９
５

　
大
藤
ら
、
２
０
０
５
）
こ
と
か

ら
、
オ
オ
ム
ギ
へ
の
転
換
ま
た
は

他
品
種
へ
の
転
換
が
可
能
な
地
域

で
は
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

②
排
水
対
策

前
述
の
と
お
り
、
湿
潤
な
土
壌

環
境
が
病
原
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す

る
ポ
リ
ミ
キ
サ
・
グ
ラ
ミ
ニ
ス
の

活
動
を
助
長
す
る
こ
と
か
ら
、
ほ

場
の
表
面
排
水
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
額
縁
明
渠
の
施
工
を
行
う

な
ど
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

③
播
種
時
期
の
工
夫

媒
介
菌
の
感
染
好
適
な
気
象
条

件
等
リ
ス
ク
が
高
い
時
期
を
避
け

る
た
め
、
播
種
時
期
を
前
後
さ
せ

る
な
ど
の
調
整
も
有
効
で
あ
る
。

コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
は
、
収
量
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
病
害
で
あ

る
が
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で

記
し
た
対
策
を
総
合
的
に
実
施
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
れ
に

上
小
地
域
に
お
け
る
農
産
物

直
売
所
農
薬
適
正
使
用
支
援

に
つ
い
て

上
田
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
支
援
セ
ン
タ
ー
）
管
内
に

は
、常
設
16
直
売
所（
令
和
６
年
３

月
31
日
現
在
）が
あ
り
、令
和
４
年

度
で
は
計
18
億
円
余
の
売
上
高
を

誇
り
、
地
産
地
消
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
農
業
者
の
所
得
確
保
や
食

文
化
の
伝
承
、
雇
用
創
出
の
場
で

あ
る
と
と
も
に
、
観
光
業
等
の
他

産
業
と
の
連
携
も
図
ら
れ
、
生
産

と
消
費
を
つ
な
げ
る
コ
ア
施
設
と

し
て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
上
小
地
域

の
食
を
支
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
当
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
４
期
長
野

県
食
と
農
業
農
村
振
興
計
画

上

田
地
域
計
画
の
重
点
推
進
方
策
と

し
て
「
食
文
化
の
伝
承
と
地
産
地

消
の
推
進
」を
掲
げ
、特
に
農
産
物

直
売
所
の
機
能
強
化
と
し
て
管
内

８
常
設
直
売
所
向
け
に
技
術
力
向

上
支
援
、
様
々
な
法
令
遵
守
指
導

な
ど
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
農
産

物
直
売
所
支
援
に
取
組
ん
で
い
る
。

当
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
農
産

物
直
売
所
の
一
つ
、
東
御
市
に
あ

る「
雷
電
く
る
み
の
里
農
産
物
直

売
組
合（
以
下
、
直
売
組
合
）
」
は
、

令
和
６
年
４
月
現
在
３
０
５
名
の

組
合
員
で
組
織
さ
れ
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
・
花
き
・
ト
ウ
モ
ウ
ロ
コ

シ
・
く
る
み
・
ぶ
ど
う
・
り
ん
ご

な
ど
四
季
折
々
の
採
れ
た
て
の
新

鮮
な
農
産
物
を
直
売
し
て
い
る
。

直
売
組
合
は
軽
井
沢
町
と
上
田
市

を
結
ぶ
浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン
沿
い
に

あ
る
道
の
駅「
雷
電
く
る
み
の
里
」

内
に
あ
り
、
そ
の
好
立
地
か
ら
地

元
客
の
み
な
ら
ず
飲
食
店
や
県
内

外
の
観
光
客
な
ど
の
購
入
も
多
い
。

そ
の
た
め
農
産
物
直
売
所
に

て
、
ひ
と
た
び
販
売
さ
れ
る
農
産

物
に
残
留
農
薬
基
準
超
過
等
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
出
荷
農
作
物

の
回
収
や
廃
棄
の
対
象
と
な
り
、

産
地
の
信
頼
の
失
墜
に
つ
な
が

り
、
損
失
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
直

売
組
合
で
は
令
和
６
年
度
事
業
計

画
と
し
て「
安
心
の
店
宣
言
表
示

の
実
現
」を
掲
げ
、①
栽
培
管
理
記

録
表
の
提
出
１
０
０
％
達
成
②
食

品
の
安
全
安
心
適
正
農
薬
使
用
研

修
の
実
施
③
Ｇ
Ａ
Ｐ
・
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
推
進
の

３
項
目
を
取
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
回
は
そ
の
取
組
の
う
ち
②

項
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

組
合
員
の
年
齢
構
成
や
品
目
、

経
営
・
栽
培
ス
タ
イ
ル
は
様
々
な

こ
と
か
ら
、
直
売
組
合
で
は
農
薬

の
適
正
使
用
に
関
し
て
高
い
危
機

意
識
を
も
っ
て
お
り
、
支
援
セ
ン

タ
ー
は
農
薬
適
正
使
用

研
修
会
の
講
師
と
し
て

そ
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
本
研
修
会
は
、
毎

年
５
月
に
開
催
さ
れ
、

す
べ
て
の
組
合
員
の
受

講
が
必
須
で
あ
り
、
未

受
講
者
は
出
荷
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

令
和
６
年
度
に
関
し

て
は
、
農
業
生
産
工
程

病
害
虫
防
除
所
　
中
南
信
担
当
　
主
任
　
内
田
英
史

コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病

話

題

の

情

報

よ
り
、
県
産
小
麦
の
生
産
性
と
品

質
を
維
持
し
、
安
定
し
た
供
給
を

確
保
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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大
藤
奏
雄
．
コ
ム
ギ
縞
萎
縮
病
の

発
生
生
態
に
関
す
る
研
究
．
東

北
農
研
研
報

：

１
０
４
，
17
―

74

（
２
０
０
５
）．

渡
邊
ら
．
茨
城
県
に
お
け
る
ム
ギ

類
の
土
壌
伝
染
性
ウ
イ
ル
ス
病
の

発
生
生
態
と
防
除
に
関
す
る
研

究（
第
２
報

被
害
と
防
除
法
）．

茨
城
農
総
セ
農
研
報

：

２
，
53
―

１
０
０（
１
９
９
５
）．

に
お
け
る
実
施
、記
録
、点
検
及
び

評
価
を
行
う
こ
と
に
よ
る
持
続
的

な
改
善
活
動
で
あ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
手
法

を
確
認
し
た
う
え
で
、
農
薬
散
布

に
向
け
た
手
順
を
①
農
薬
使
用
計

画
の
作
成
②
ラ
ベ
ル
の
確
認
③
適

正
な
調
合
・
服
装
・
散
布
・
処
理

の
実
践
④
防
除
記
録
の
記
帳
⑤
点

検
・
評
価
の
実
施
を
行
い
、
次
年

度
の
農
薬
使
用
計
画
に
活
用
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
。
②
③
④
項
は

受
講
者
も
当
た
り
前
の
知
識
と
し

て
身
に
付
い
て
お
り
、
毎
年
開
催

の
成
果
を
感
じ
と
れ
た
。

た
だ
し
、
農
薬
使
用
基
準
の
う

ち
、
農
薬
適
用
作
物
分
類
を
間
違

え
な
い
よ
う
確
認
す
る
こ
と
に
関

し
て
は
、
受
講
者
か
ら
の
反
応
が

大
き
か
っ
た
。
プ
ロ
農
家
を
は
じ

め
兼
業
農
家
、
副
収
入
的
に
出
荷

さ
れ
て
い
る
者
に
も
認
識
を
深
め

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

今
後
も
、
農
薬
に
係
わ
る
生
産

者
が
正
し
い
知
識
の
も
と
、
農
薬

を
適
正
に
使
用
す
る
よ
う
心
が
け

ら
れ
る
よ
う
、
取
組
を
推
進
し
て

い
く
。

（
上
田
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

主
任

　
丸
山
一
樹
）

ししぶぶとといいハハダダニニははササララババででごござざるる！！

虫虫ににもも病病気気ににもも効効くく新新タタイイププのの殺殺虫虫剤剤！！

カカイイガガララムムシシ類類・・チチョョウウ目目害害虫虫防防除除にに！！

フフロロアアブブルル

パパワワフフルルフフルルーーツツ殺殺菌菌剤剤！！

新新規規系系統統ののううどどんんここ病病防防除除剤剤

雷電くるみの里講習会
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【
質
問
】
り
ん
ご
の
腐
ら
ん
病

が
多
く
な
っ
て
い
る
要
因
や

対
策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

【
回
答
】

改
め
て
本
病
の
生
態
に
つ
い
て

示
し
ま
す
。
柄
胞
子
と
言
わ
れ
る

分
生
子
が
リ
ン
ゴ
樹
の
傷
口
か
ら

感
染
し
、
１
～
２
年
後
に
発
病
し

ま
す
。
病
斑
部
の
腐
敗
が
進
む

と
、
皮
目
が
サ
メ
肌
状
に
な
り
、柄

胞
子
を
生
産
す
る
「
子
座
」を
形
成

し
、
そ
の
中
で
成
熟
し
た
胞
子
が

雨
等
で
湿
る
こ
と
に
よ
り
放
出
さ

れ
分
散
し
ま
す
。
こ
の
柄
胞
子
は

れ
ま
す
。
よ
っ
て
、
傷
口
が
で
き

た
後
に
腐
ら
ん
病
に
効
果
の
あ
る

薬
剤
に
よ
っ
て
傷
口
を
保
護
す
る

こ
と
で
防
除
し
ま
す
。
防
除
暦
で

は
摘
果
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ト
ッ

プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
や
ベ
ン
レ
ー
ト

水
和
剤
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
収
穫
後
に
は
べ
フ
ラ
ン
液

剤
や
石
灰
硫
黄
合
剤
な
ど
の
散
布

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現

地
で
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
と

ほ
と
ん
ど
防
除
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
収

穫
後
の
果
台
に
腐
ら
ん
病
菌
が
感

染
す
る
期
間
は
１
か
月
以
上
と
さ

れ
て
お
り
、
一
年
中
胞
子
が
分
散

し
て
い
る
こ
と
を
加
味
す
る
と
、

非
常
に
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
枝
腐
ら
ん
の
発
生

に
は
こ
の
よ
う
な
要
因
が
関
わ
っ

べ
と
病

●
は
じ
め
に

べ
と
病
菌
と
は

現
在
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
生

物
の
分
類
体
系（
８
界
説
）に
基
づ

く
と
、
い
わ
ゆ
る「
藻
」
の
仲
間
が

多
く
属
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ（
ク

ロ
ミ
ス
タ
界
）
に
属
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
植
物
病
原
菌
と
し
て
は

糸
状
菌
の
中
の
卵
菌
類（
疫
病
菌
、

ピ
シ
ウ
ム
菌
、白
さ
び
病
菌
な
ど
）

の
１
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
作
物
で
べ
と
病
の
発
生

が
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

寄
主
範
囲
は
比
較
的
狭
い
。
例
え

ば
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
や
ウ
リ
科
の
野

菜
、レ
タ
ス
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど

に
感
染
す
る
べ
と
病
菌
は
そ
れ
ぞ

れ
種
が
異
な
り
、
相
互
感
染
は
起

こ
ら
な
い
。
同
じ
ウ
リ
科
で
も
メ

ロ
ン
と
カ
ボ
チ
ャ
の
間
で
は
相
互

感
染
は
起
こ
ら
な
い
な
ど
、
菌
の

系
統
が
分
か
れ
る
場
合
が
多
い
。

●
病
徴

は
じ
め
葉
に
淡
黄
色
の
色
抜
け

を
生
じ
、病
徴
が
進
行
す
る
と
、葉

脈
に
区
切
ら
れ
た
角
形
の
病
斑
が

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
特
徴
的
な
病

斑
は
、べ
と
病
の
感
染
方
法
や
、感

染
し
た
植
物
の
組
織
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
て
い
る
。
べ
と
病
菌
は
植

物
の
細
胞
を
破
壊
し
た
り
、
貫
通

し
た
り
し
て
感
染
を
成
立
さ
せ
る

わ
け
で
は
な
く
、
気
孔
な
ど
の
物

理
的
な
穴
か
ら
侵
入
、感
染
し
、細

胞
と
細
胞
の
間
の
隙
間（
細
胞
間

隙
）
で
の
み
生
育
す
る
。
葉
脈
で

は
こ
の
細
胞
間
隙
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
べ
と
病
菌
が
細
胞
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

葉
脈
内
に
留
ま
る
病
斑
と
な
る
。

更
に
病
徴
が
進
展
し
湿
度
が
高
い

条
件
下
で
は
、
病
斑
裏
に
灰
色
ビ

ロ
ー
ド
状
の
カ
ビ（
分
生
子
と
分

生
子
柄
）
が
確
認
で
き
る
。
光
学

顕
微
鏡
を
用
い
て
病
斑
部
を
観
察

す
る
と
、
か
ぎ
づ
め
状
や
枝
状
の

分
生
子
柄
と
レ
モ
ン
型
～
卵
型
の

分
生
子
が
確
認
で
き
る
。
作
物
に

よ
っ
て
は
病
斑
部
全
体
が
霜
状
の

カ
ビ
で
包
ま
れ
る
も
の
も
あ
る
。

葉
を
完
全
に
腐
敗
さ
せ
る
こ
と
は

な
い
も
の
の
、
植
物
体
の
生
育
を

抑
制
す
る
他
、
出
荷
部
位
に
発
生

し
て
等
級
低
下
に
つ
な
が
る
、
べ

と
病
の
病
斑
部
が
他
の
病
害
の
侵

入
口
に
な
る
な
ど
、
農
家
所
得
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

●
伝
染
環

べ
と
病
菌
は
活
物
寄
生
菌
と
呼

ば
れ
、
生
き
た
寄
主
作
物
で
の
み

生
存
で
き
る
。
寄
主
作
物
が
栽
培

さ
れ
て
い
な
い
期
間
ど
の
よ
う
に

生
き
残
り
、
越
年
し
て
い
る
の
か

は
不
明
な
点
が
多
い
も
の
の
、
寄

主
作
物
へ
の
感
染
以
降
は
、
病
斑

上
に
分
生
子
を
形
成
し
、飛
散
、発

芽
す
る
こ
と
で
周
囲
へ
感
染
を
広

げ
て
い
く
。
胞
子
形
成
や
発
芽
の

適
温
は
20
℃
程
度
と
比
較
的
涼
し

い
条
件
と
高
湿
度
条
件
を
好
む
た

め
、春
～
初
夏
、秋
に
発
病
が
認
め

ら
れ
、
夏
場
の
高
温
期
は
感
染
拡

大
が
抑
制
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

●
防
除

薬
剤
散
布
に
よ
る
発
病
前
か
ら

の
化
学
的
防
除
や
耕
種
的
防
除
を

組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
。
薬
剤

散
布
に
あ
た
っ
て
は
葉
裏
ま
で
薬

液
が
十
分
に
か
か
る
よ
う
注
意
す

る
。
耕
種
的
な
対
策
に
あ
た
り
、

本
病
は
高
湿
度
条
件
下
で
胞
子
を

多
量
に
形
成
す
る
た
め
、
植
物
体

の
過
繁
茂
を
防
ぎ
、
風
通
し
を
良

く
す
る
。
ハ
ウ
ス
栽
培
の
品
目
の

場
合
は
循
環
扇
な
ど
を
取
り
入
れ

つ
つ
、効
果
的
な
換
気
に
努
め
る
。

抵
抗
性
品
種
の
活
用
も
効
果
的
で

あ
る
一
方
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
よ

う
に
レ
ー
ス
分
化
が
非
常
に
発
達

し
、
抵
抗
性
品
種
を
導
入
し
て
も

既
に
抵
抗
性
が
打
破
さ
れ
て
い
た

り
、
打
破
ま
で
の
期
間
が
短
期
間

に
な
り
、
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
対
策
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
抵
抗
性
品
種
の
導

入
の
み
に
依
存
せ
ず
、
化
学
的
防

除
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。

（
野
菜
花
き
試
験
場

　
藤
結
宇
）

て
い
る
た
め
、
収
穫
後
の
防
除
を

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
な
対
策
と

な
り
ま
す
。

○
胴
腐
ら
ん

ま
ず
、
再
発
か
ら
の
感
染
で
す

が
、
正
し
い
削
り
取
り
処
理
が
現

地
で
実
践
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。
胴
腐
ら

ん
の
削
り
取
り
は
表
１
と
図
１
、

２
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
が
、
正

し
く
削
れ
て
い
な
い
場
合
は
病
斑

部
が
残
っ
て
い
た
り
、
う
ま
く
癒

合
が
で
き
な
い
こ
と
で
再
発
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
正
し
い
削
り
取

り
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
の
が
最

も
重
要
で
す
。

次
に
せ
ん
定
痕
か
ら
の
感
染
で

す
が
、
こ
の
要
因
は
ペ
ー
ス
ト
塗

布
の
未
実
施
に
尽
き
ま
す
。
栽
培

面
積
の
増
加
に
伴
い
ペ
ー
ス
ト
塗

質問に
答えて 
質問に
答えて 

病

菌

の

は

な

し

表１　腐らん病削り取りの手順

手順 具体的な方法

１
腐らん病手術ナイフのカギの部分（①）
を使用して表皮を薄く剥ぎ、病変部を
確認する

２

病変周辺＋健全部１㎝程度（黒い線で
囲ったあたり）にナイフ部（②）を幹に
向かって垂直に突き立て、切れ込みを
一周入れる

３
切れ込みからナイフ部を樹皮と木質部
の間に滑り込ませ、切り込みに沿って
病変部を剥ぎ取る

４ 剥ぎ取り後、ペーストを塗布する

図１　腐らん病削り取り方法（果樹指導指針より）

図２　腐らん病削り取り方法

一
年
中
分
散
し
て

い
ま
す
。

令
和
５
年
に
県

内
の
腐
ら
ん
病
の

発
生
状
況
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
近

年
の
多
発
要
因
と

対
策
方
法
に
つ
い

て
整
理
で
き
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
で

紹
介
し
ま
す
。

感
染
の
始
ま
り

と
な
る
侵
入
門
戸

に
は
枝
腐
ら
ん
と

胴
腐
ら
ん
で
違
い

が
あ
り
、
枝
腐
ら

ん
は
果
台
か
ら
感

染
し
て
い
る
も
の

が
半
数
、
せ
ん
定

痕
と
再
発
か
ら
の

感
染
が
１
／
４
ず

つ
で
し
た
。
一
方
、

胴
腐
ら
ん
に
つ
い

て
は
、
再
発
が
６

割
、
せ
ん
定
痕
が

４
割
と
い
う
結
果

で
し
た
。

○
枝
腐
ら
ん

果
台
が
主
な
侵

入
門
戸
と
な
っ
て

お
り
、
果
台
に
傷

が
つ
く
摘
果
と
収

穫
の
後
が
主
な
感

染
時
期
と
考
え
ら

布
が
十
分
実
施
で
き
て
い
な
い
事

例
も
多
い
で
す
が
、
大
き
い
傷
口

は
腐
ら
ん
病
菌
の
恰
好
の
侵
入
門

戸
と
な
る
た
め
、
せ
ん
定
後
は
確

実
な
ペ
ー
ス
ト
塗
布
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

○
最
後
に

腐
ら
ん
病
に
つ
い
て
は
、
薬
剤

防
除
の
み
で
は
防
ぐ
こ
と
が
困
難

で
す
。
見
回
り
に
よ
る
腐
ら
ん
病

の
発
見
、
罹
病
部
の
せ
ん
除
・
重

傷
樹
の
伐
採
、薬
剤
散
布
、適
樹
勢

の
維
持
、
凍
害
防
止
な
ど
総
合
的

に
防
除
を
実
施
し
、
地
域
全
体
で

腐
ら
ん
病
の
密
度
を
下
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
る
た
め
、
地
域

一
丸
と
な
っ
て
腐
ら
ん
病
撲
滅
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
果
樹
試
験
場
　
野
澤
尭
史
）

表皮を薄く削り、表皮を薄く削り、
病変部を確認病変部を確認 表皮を削った病変部表皮を削った病変部

表皮を削った病斑部表皮を削った病斑部
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サ
ン
ケ
イ
化
学
株
式
会
社

今
回
「
信
州
の
農
業
」
の
紙
面
を

お
借
り
し
ま
し
て
サ
ン
ケ
イ
化
学

の
製
品
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

●
サ
ン
ケ
イ
園
芸
ボ
ル
ド
ー

長
野
県
内
で
は
主
に
ブ
ド
ウ
で

幅
広
い
病
害
（
褐
斑
病
、
晩
腐
病
、

黒
と
う
病
、
つ
る
割
細
菌
病
、べ
と

病
、
う
ど
ん
こ
病
、
灰
色
か
び
病
）

を
対
象
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

【
特
長
】

無
機
銅
と
硫
黄
を
有
効
成
分
と

し
た
製
剤
で
、
無
機
銅
は
広
範
囲

の
病
害
に
対
し
て
予
防
散
布
す
る

こ
と
で
高
い
保
護
作
用
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
硫
黄
は
う
ど
ん
こ
病
な

ど
に
強
い
殺
菌
効
果
を
示
し
ま
す
。

新
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
適
合
す
る

薬
剤
で
す
。

【
上
手
な
使
い
方
】

予
防
的
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す

の
で
発
病
前
も
し
く
は
発
病
初
期

か
ら
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
回
数
・
使
用
時
期
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
過
度
の
連
用

は
避
け
て
下
さ
い
。

果
実
の
汚
れ
が
心
配
な
時
は
展

着
剤
を
加
用
し
て
下
さ
い
。（
展

着
剤
は
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
を
お
勧

め
し
ま
す
）

●
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

非
イ
オ
ン
性
の
シ
リ
コ
ー
ン
系

展
着
剤
で
す

【
特
長
】

優
れ
た
表
面
張
力
低
下
効
果
で

接
触
面
積
を
広
く
す
る
こ
と
に
よ

り
高
い
湿
潤
性
が
得
ら
れ
、
散
布

液
が
弾
か
れ
ま
せ
ん
。
薬
剤
の
か

か
り
む
ら
を
な
く
し
、
殺
虫
、殺
菌

効
果
を
安
定
さ
せ
ま
す
。

汚
れ
軽
減
効
果
に
優
れ
、
汚
れ

が
気
に
な
る
場
面
に
最
適
で
す
。

散
布
後
の
乾
き
が
早
く
、
展
着

剤
の
中
で
も
特
に
速
乾
性
が
高
い

で
す
。

●
サ
ン
ケ
イ
ダ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー

Ｓ
Ｅス

ピ
ノ
サ
ド
と
脂
肪
酸
グ
リ
セ

リ
ド
の
混
合
剤
で
こ
の
２
成
分
の

相
乗
効
果
に
よ
り
幅
広
い
害
虫
に

効
果
を
示
す
園
芸
用
殺
虫
剤
で
す
。

【
特
長
】

果
菜
類
の
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
ア

ザ
ミ
ウ
マ
類
、ハ
ダ
ニ
類
、ハ
モ
グ

リ
バ
エ
類
や
ね
ぎ
の
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
、ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
、シ
ロ
イ

チ
モ
ジ
ヨ
ト
ウ
な
ど
に
高
い
効
果

を
示
し
ま
す
。
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
は

卵
、幼
虫
、成
虫
す
べ
て
の
ス
テ
ー

ジ
に
効
果
を
示
し
ま
す
。

一
部
の
薬
剤
感
受
性
の
低
下
し

た
害
虫
に
も
効
果
を
示
す
事
例
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
希
釈
時
の
泡
立
ち
が
少

な
い
製
剤
に
な
っ
て
お
り
、
植
物

へ
の
付
着
性
も
優
れ
ま
す
。

【
上
手
な
使
い
方
】

植
物
全
体
に
む
ら
な
く
薬
液
が

付
着
す
る
よ
う
丁
寧
に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

●
サ
ン
ケ
イ
コ
テ
ツ
ベ
イ
ト

ほ
う
れ
ん
そ
う
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ
に
高
い
効
果

を
示
す
ベ
イ
ト
剤
で
す
。

【
特
長
】

は
種
時
か
ら
２
葉
期
ま
で
の
間

に
、
全
面
土
壌
散
布
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
表
面
に
出
て
き
た
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
ケ
ナ
ガ
コ
ナ
ダ
ニ
を
誘

引
し
摂
食
さ
せ
て
防
除
し
ま
す
。

土
壌
混
和
す
る
必
要
が
な
い
の

で
、処
理
が
簡
便
で
す
。

【
使
用
上
の
注
意
事
項
】

本
剤
の
使
用
は
施
設
内
に
限
り

ま
す
。
施
設
外
に
飛
散
さ
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

●
ナ
メ
ク
リ
ー
ン
３

ナ
メ
ク
ジ
類
・
カ
タ
ツ
ム
リ
類

を
誘
引
し
、
摂
食
さ
せ
て
効
果
を

発
揮
す
る
ベ
イ
ト
剤
で
す
。

【
特
長
】

有
効
成
分
の
メ
タ
ア
ル
デ
ヒ
ド

は
、
ナ
メ
ク
ジ
類
・
カ
タ
ツ
ム
リ

類
に
対
し
て
速
効
的
で
高
い
効
果

を
示
し
ま
す
。
青
色
の
粒
剤
で
す

の
で
、
散
布
し
た
と
こ
ろ
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

【
上
手
な
使
い
方
】

圃
場
周
辺
の
雑
草
地
に
生
息
す

る
ナ
メ
ク
ジ
類
・
カ
タ
ツ
ム
リ
類

に
登
録
の
あ
る
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
の

「
マ
イ
キ
ラ
ー
」「
マ
イ
キ
ラ
ー
Ｌ
」

と
併
用
す
る
と
よ
り
効
果
的
に
ナ

メ
ク
ジ
類
・
カ
タ
ツ
ム
リ
類
を
防

除
で
き
ま
す
。

〈
適
用
拡
大
情
報
〉

ダ
ブ
ル
シ
ュ
ー
タ
ー
Ｓ
Ｅ
・

「
鱗
茎
類（
葉
物
、た
だ
し
に
ら
、に

ら（
花
茎
）
を
除
く
）
」「
と
う
が
ら

し
類
」「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」が
追
加
。

す
い
か
の
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
オ
オ

タ
バ
コ
ガ
、
花
き
・
観
葉
植
物
の

ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
が
追
加
。

ナ
メ
ク
リ
ー
ン
３
・「
非
結
球

あ
ぶ
ら
な
科
葉
菜
類
」「
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
」「
セ
ル
リ
ー
」「
ふ
き
」
が
追

加
。
マ
イ
キ
ラ
ー
・「
ふ
き
」が
追

加
。
園
芸
ボ
ル
ド
ー
・「
り
ん
ご
」

「
も
も
」「
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
」「
た

ま
ね
ぎ
」「
ご
ま
」
が
追
加
。
な
し

の
黒
星
病
、
ぶ
ど
う
の
灰
色
か
び

病
が
追
加
。

今
後
と
も
サ
ン
ケ
イ
化
学
の
製

品
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５
年
産
日
本
な
し
収
穫
量

農
林
水
産
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
令
和
５
年
の
日
本
な
し
の
全

国
結
果
樹
面
積
は
、
９
８
２
０
㏊

（
前
年
比
３
％
減
）
で
し
た
。
全

国
収
穫
量
は
、
18
万
３
４
０
０
㌧

で
、
前
年
に
比
べ
１
万
３
１
０
０

㌧（
７
％
）
減
少
し
た
。
長
野
県

は
９
９
１
０
㌧
で
、
前
年
に
比
べ

３
０
９
０
㌧（
24
％
）減
少
し
た
。

都
道
府
県
別
の
収
穫
量
割
合

は
、千
葉
県
が
12
％
、茨
城
県
が
11

％
、栃
木
県
が
９
％
、福
島
県
が
８

％
、鳥
取
県
が
６
％
、長
野
県
が
５

％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
６
県
で

全
国
の
半
数
を
占
め
て
い
る
。

�

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

薬
剤
を
選
択
す
る
体
系
」
が
有
効

な
防
除
技
術
の
一
つ
と
な
り
ま

す
。ま
た
、植
物
の
病
害
抵
抗
性
を

誘
導
す
る
抵
抗
性
誘
導
剤
も
ハ
ク

サ
イ
黒
斑
細
菌
病
で
は
農
薬
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
定

植
時
に
薬
剤
を
苗
へ
灌
注
処
理
す

る
方
法
が
あ
り
、
生
育
初
期
の
期

間
を
効
果
的
に
防
除
す
る
た
め
の

防
除
技
術
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
薬
剤
の
効
果
を
十
分

に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
基
本
的

な
対
策
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
健
全

苗
を
用
い
る
こ
と
、
②
病
気
に
強

い
品
種
を
用
い
る
こ
と
、
③
圃
場

の
排
水
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
、

④
被
害
残
渣
を
残
さ
な
い
こ
と
、

⑤
害
虫
を
適
切
に
防
除
す
る
こ
と

（
傷
な
ど
か
ら
細
菌
病
は
植
物
体

に
侵
入
し
ま
す
）
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
近
年
は
、
細
菌
性
病
害
が
多

発
す
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、「
圃

場
の
排
水
性
が
悪
く
、
降
雨
後
の

圃
場
条
件
の
悪
化
に
よ
り
防
除
が

実
施
で
き
な
か
っ
た
」
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
長

野
県
の
主
要
な
露
地
作
型
で
は
、

梅
雨
、
台
風
、
秋
雨
に
加
え
て
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ

り
、特
に
、「
圃
場
の
排
水
性
対
策
」

は
今
後
、
重
要
性
が
増
す
対
策
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

�（
野
菜
花
き
試
験
場
　
山
岸
菜
穂
）

【
質
問
】
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
に

お
け
る
細
菌
性
病
害
の
効
果

的
な
初
期
防
除
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
は
、
軟
腐

病
、黒
斑
細
菌
病
、黒
腐
病
な
ど
の

細
菌
性
病
害
が
発
生
し
ま
す
。
長

野
県
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
問
題

と
な
る
細
菌
性
病
害
の
多
く
は
、

高
温
、
多
湿
お
よ
び
降
雨
で
発
生

が
助
長
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
細
菌

性
病
害
の
病
原
菌
の
増
殖
速
度
は

速
く
、
病
気
の
発
生
に
気
が
つ
い

て
か
ら
の
防
除
で
は
十
分
な
防
除

効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
生
育
初
期
か
ら
の
定
期
的

な
予
防
防
除
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
品
目
お
よ
び
病
害
ご
と
に
登

録
の
あ
る
農
薬
は
異
な
り
ま
す

が
、
細
菌
性
病
害
に
有
効
な
薬
剤

と
し
て
、
銅
剤
、
抗
生
物
質
剤
、
生

物
農
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ク
サ
イ
黒
斑
細
菌
病
で
は
、

「
生
育
初
期
か
ら
結
球
始
期
ま
で

は
主
に
銅
剤
を
散
布
し
、
結
球
始

期
以
降
は
薬
害
の
発
生
し
に
く
い
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